最重症合併症妊産婦受入体制検証会議
【目　的】

　平成22年から運用されている「大阪府最重症合併症妊産婦受入体制」について、搬送体制及び受入体制の運用状況について検証し、意見交換することを目的とする。

【構　成】

　会議は、下記により構成する。

· 大阪府医師会代表者
· 最重症合併症妊産婦受入医療機関（産科・救命救急センター）代表者
· 産婦人科診療相互援助システム代表者
· 府内消防機関（救急担当）代表者
· 大阪府　担当課

【具体的検討事項】

· 症例検討
· 資料分析
· 実施体制の検証・検討
· その他、最重症合併症妊産婦受入体制に付随する事項

【開催内容】
※令和2年度については、資料送付のみ。
※概要については、別添配付資料を参照。
（座長）
　大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学講座教授　木村正先生

（送付資料）
資料１　　最重症合併妊産婦調査　総評　　⇒参考資料３－２
資料２　　最重症合併妊産婦調査　総括表　　⇒参考資料３－３
資料３　　最重症妊産婦受入事業報告（2019年調査）　　⇒参考資料３－４
資料４　　ＣＰＡ（心肺停止）症例および後遺症あり症例一覧

資料５　　最重症合併症妊産婦の搬送及び受入れの実施基準に基づく実績調査結果（救命C）
資料６　　搬送困難事例報告（消防）
参考資料１　　日本10年の解析：母体安全への提言２０１８

参考資料２　　大阪府傷病者の搬送及び受入れの実施基準改正について
（令和２年12月21日付　医対第3003号）

参考資料３　　最重症合併症妊産婦の搬送及び受入れの実施基準（令和３年１月　一部改正）
参考資料４　　OGCS搬送の手引き
参考資料３－１








